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第7回 ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム・運転管理等の改善事例発表

　本厚木カンツリークラブは、昭和37年
開場の神奈川県屈指の名門ゴルフ場で、
まもなく開場50周年を迎えようとしていま
す。また、名匠・赤星四郎がコース設計を
行ったことでも知られています。
　平成2年12月の竣工以来、クラブハウ
スを支えている空調システムは、空気熱源
ヒートポンプチラー（137kW）1台と連結
完全混合型の蓄熱槽105㎥からなる蓄熱
式空調システム（図1）ですが、空調設備
全般の老朽化が進み、真夏・真冬の空調
環境の悪化が問題となっていました。
　そこで、空調設備のリニューアルも視野
に入れた“現状の運転状況を把握するた
めの調査”を、山武、三菱ビルテクノサー
ビスが中心となり、設備管理員へのヒアリ
ングおよび計測調査を実施し、空調設備
の運転稼動状況を検証しました。
　調査によって判明した問題点とその改
善活動およびその効果は次のとおりです。

　現状把握をするために一次側（熱源側）
と二次側（空調機側）に分けて平成20年
度冬（2月～3月）、平成21年度夏（6月～
8月）の計2回調査を実施しました。調査
の結果判明した問題点は以下のようなも
のでした。
■一次側問題点
・目標蓄熱量の確保ができていない
・目標蓄熱量未達による長時間の昼間
　熱源機追掛け運転
・各種自動制御機器の故障

■二次側問題点
・空調機の冷温水の必要温度が確保で
　きていない
・空調機の風量不足
　これらの問題点は、空調設備全般のリ
ニューアルを行わなくても、改善が可能と
判明し、全面リニューアルに比べて低コス
トで空調環境の改善活動を行いました。
具体的な改善点は次のとおりです。

■一次側改善点
・蓄熱運転の設定調整
　熱源機容量制御0％運転突入前に、
　蓄熱完了で熱源機を停止する設定に
　調整するとともに、目標蓄熱量も約
　20％増加。
・夜間移行蓄熱量増加
　昼間熱源機追い掛け運転の大幅な削
　減（夜間移行率の上昇）。
・各種自動制御機器の交換
　安定した二次側送水温度の確保。
■二次側改善点
・空調機オーバーホール・清掃の実施
　外気の取入れによる風量不足を改善。　
　フィルターの目詰まりの解消による空調機
　の風量改善。
・二次ポンプの1台（定流量）を停止し、
　1台（インバータ）運転

　改善効果は、目に見える形で現れまし
た。空調に関するクレームが少なくなり、

エネルギーコストも改善前と比較して約
５％削減されました。個別の改善効果に
ついて見てみると、熱源システムCOPが
改善前の2.89から3.12へ約9％上昇し、
夜間一次ポンプの余分な搬送動力は年
間3,750kWh削減されました。また、蓄
熱運転の設定調整により、蓄熱量が増
加し熱源機の追い掛け運転が減少したた
め、蓄熱電力量が81,225kWh（平成20
年）から10万9,138kWh（平成21年）と
蓄熱移行量が34％も増加しました。二次
ポンプ台数制御により搬送動力が年間
9,000kWh削減できたのも大きな成果で
した。

　“設備オーナー＋設備運転員＋設備・自
動制御メーカー”の協力で、従来の設備単
体のメンテナンスだけでなく、空調システム
全体として総合的に調査を行い、不具合
箇所の修繕、および建物の運用に合った
設備のベストチューニングを行うことによっ
て、低コストでクラブハウスの空調環境の
改善、および省CO₂につなげることができ
ました。
　今回の改善事例のように、すぐに高効
率の設備機器へのリニューアルをしなくて
も、空調システム全体として運用・制御の
見直しを行うことで、経済性に最大限配慮
した省エネルギー対策ができるものと確信
しております。
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▶ベストチューニングで、経済性に配慮した省エネの実現
空調システム全体の整合性による運転最適化
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【図1】蓄熱式空調システム概要 【図2】改善状況（平成２０年度冬）
①蓄熱量の増加　②昼間追い掛け運転の減少⇒夜間移行率の向上　③二次側送水温度の安定化【設備概要】

熱源機：空気熱源ヒートポンプチラー×1台
冷却能力　493MJ/h
加熱能力　587MJ/h
一次ポンプ：453L/min×2台（切り替え）
二次ポンプ：630L/min×2台（1台はインバータ
ポンプ）
蓄熱槽：連結混合槽105㎥（夏冬切り替え）
【制御概要】
①空気熱源ヒートポンプチラー入口温度制御
（3方弁）
②空気熱源ヒートポンプチラー夜間蓄熱制御
　（22:00～翌8:00）
　蓄熱完了温度：夏：7℃、冬：42℃
③昼間追掛け運転制御(8:00～22:00)
　蓄熱槽温度（低）が10℃以上⇒R-1起動
　蓄熱槽温度（中）が10℃以下⇒R-1停止
　昼間放熱完了：蓄熱槽温度10℃ (夏)
　蓄熱槽温度41℃ (冬)
④2次ポンプ吐出圧によるインバータの比例制御
　および、バイパス弁制御

②空調設備改善

③改善効果

④おわりに

①現状の空調設備の問題点

蓄熱槽水温推移
【改善前】 【改善後】

蓄熱槽水温推移
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